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Ｈ19

産業構造化の変化等により、⼈⼝減少傾向にある地域におけ
る社会資本整備の課題を挙げ、厳しい財政の制約の下で、地
域の活性化を図っていくための社会資本整備のあり⽅につい
て、具体策を⽰しあなたの意⾒を述べよ。

我が国の技術の発展を⽀えてきた”団塊の世代”の多くの技術
者が、定年退職により実務の第⼀線から退く事態を迎えてい
る。そのような経験豊富な技術者の⼤量退職が、社会資本を
整備するための技術に与える影響と課題について多⾯的に述
べ、それを踏まえて、今後技術を維持継承するための⽅策に
ついてあなたの意⾒を述べよ。

H20

社会資本の維持管理に関する現状と課題を述べ、これに対す
る対策としてのアセットマネジメントの必要性及びその実⽤
化に向けた⽅策についてあなたの意⾒を述べよ。

我が国の公共事業は、近年、縮⼩傾向にあるが、このような
状況が、建設分野における技術⼒の維持及び向上に与える影
響とその課題を挙げ、今後とるべき⽅策についてあなたの意
⾒を述べよ。

H21

地球温暖化を緩和するための低炭素社会について、以下の問
いに解答せよ。
（１）低炭素社会の実現に向けて貢献できると考えられる社
会資本整備の取り組みを３つ挙げ、それぞれについて概説せ
よ。
（２）前項で述べた取り組みを１つ取り上げ、その推進にあ
たっての課題と解決策についてあなたの意⾒を述べよ。

建設部⾨においては、解析・設計から管理に⾄るまでコン
ピューターの導⼊と併せ、技術の⾼度化・細分化が進展して
おり、計算結果の妥当性を総合的に判断することが困難と
なってきている。
このような状況を踏まえ、技術者として解析・設計や数値シ
ミュレーション等の成果の合理性を総合的に判断できる技術
⼒を維持するための課題と、今後とるべき⽅策についてあな
たの意⾒を述べよ。

Ｈ22

我が国の国⼟は厳しい地形・地質、気象庁の条件下にあるこ
とに加えて、近年は社会的状況も⼤きく変化し、⾃然災害か
ら国⺠の安全性や⽣活を守ることがより⼀層守られている。
建設部⾨に携わる技術者として、社会的状況の変化に対応し
て防災あるいは減災対策を⾏う上での課題を３つ挙げ、その
内容を説明せよ。
また、これらの課題に対して、国⺠の安全や⽣活を守る観点
から今後どのような取組を進めていくべきか、あなたの意⾒
を述べよ。

我が国の建設産業においては、国内の公共事業投資額の減少
に伴い、さらなる成⻑が期待される海外の社会資本整備に対
する積極的な取組が求められている。
⼀⽅、国際貢献・技術協⼒の観点から、開発途上国などにお
ける社会資本整備に対する積極的な取組も求められている。
このような状況の中、建設部⾨に携わる技術者の視点から、
海外での社会資本整備に取り組む上での課題を３つ挙げ、そ
の内容を説明せよ。
また、これらの課題に対して今後とるべき⽅策について、あ
なたの意⾒を述べよ。

【設問Ⅱ】次の2問題のうち1問題を選び解答せよ。（解答問題番号を明記し、答案⽤紙3枚以内にまとめよ。）
建設部⾨ 必須科⽬
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H23

我が国の社会資本は、戦後の⾼度経済成⻑とともに着実に整
備され、膨⼤な量の社会資本ストックが形成されてきた。し
かしながら、これらの社会資本は⽼朽・劣化が進⾏しつつあ
り、今後、社会資本の⾼齢化が急速に進⾏する事態に直⾯す
ることになる。
また、我が国の経済社会は、⼈⼝減少や少⼦⾼齢化の進展に
加え、厳しい財政状況にあることから、社会資本への投資額
が抑えられる状況が続いており、かつてのような右肩上がり
の投資を期待することは困難である。
建設部⾨に携わる技術者として、このような我が国の社会資
本と経済社会の現状を踏まえ、今後の社会資本整備における
課題を３つ挙げ、その内容を説明せよ。
また、これらの課題に対してどのように取り組むべきか、あ
なたの意⾒を述べよ。

建設産業は、住宅・社会資本の整備だけでなく、その維持・
管理や災害対応など多⾯的な役割を果たすことが期待されて
いるが、近年、建設投資が急激に減少していること、就業者
の減少及び⾼齢化が進⾏していることなどから産業全体とし
てかつてないほご厳しい状況に直⾯している。
このような状況下、建設産業の課題を３つ挙げ、その内容を
説明せよ。
また、建設産業の活⼒を回復させるため、これらの課題に対
しどのように取り組むべきか、あなたの意⾒を述べよ。

H24

東⽇本⼤震災を契機として、あらためて防災・減災のあり⽅
が議論されている。建設部⾨に携わる技術者として、我が国
の防災・減災に向けた社会基盤の整備における課題を３つ挙
げ、その内容を説明せよ。また、それらの課題に対して、防
災・減災に向けた今後の社会基盤の整備を具体的にどのよう
に進めていくべきか、あなたの意⾒を述べよ。

地球環境問題への対応として、（１）低炭素社会の実現、
（２）⾃然共⽣社会の実現・⽣物多様性の保全、（３）循環
型社会の形成が求められている。我が国の最近の社会情勢の
変化も踏まえ、地球環境問題に対し、建設分野として取り組
むべき課題を上記3つの視点からそれぞれ挙げ、その内容を説
明せよ。また、前期のそれぞれの課題に対して、解決に向け
たあなたの意⾒を述べよ。


